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スマートシティ伊勢推進構想の策定にあたって

伊勢市は、神宮林や清流宮川などの豊かな自然に恵まれており、古くから神宮が鎮座するまちと
して栄えてまいりました。さらに、先人たちが守り続けてきた自然や伝統、神宮を訪れる旅人をも
てなす文化が根付くまちでもあり、今も全国各地から多くの方が伊勢を訪れ、賑わっています。

一方で、全国的に人口減少・少子高齢化が叫ばれている中、伊勢市も例外ではなく、各分野で人
材不足に直面しているなど、様々な地域課題を抱えています。

そこで、伊勢市では、産官学民が連携して、デジタル技術を活用したデジタル変革（デジタルトラ
ンスフォーメーション）により、サービスの向上、組織運営の効率化及び地域課題の解決を行うまち、
スマートシティの実現に向けて取り組むことを決意しました。

そのためには、人と人がデジタルでつながることが重要です。デジタル技術は、単に便利なツール
としてだけではなく、人間の価値観や行動を変える力があります。デジタル技術を活用することで、
市民や事業者、行政などが互いに情報や知識を共有し、協働して新たな価値を創造することがで
きます。

伊勢市は、神宮ご鎮座のまちとして、日本の伝統や文化を守るとともに、デジタル技術を活用し
て、地域課題を解決し、新たな価値を創造するまちとして、スマートシティを実現していきたいと考
えています。

スマートシティ伊勢推進構想は、伊勢市の未来を描く大切なビジョンです。

このビジョンを実現するためには、行政や市民、事業者などが一体となって取り組むことが必要
ですので、ご理解・ご協力よろしくお願い申し上げます。

最後になりますが、スマートシティ伊勢推進構想の策定にあたっては、多くの方々からご意見やご
提案をいただきました。この場を借りて、心より御礼申し上げます。今後も皆様からのご意見やご
要望をお聞かせください。よろしくお願いいたします。

はじめに
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Ⅰ. 策定の背景・趣旨

（1） 伊勢市を取り巻く状況と抱える課題

第３次伊勢市総合計画　中期基本計画では、８つの分野横断課題の一つとして、「デジタル技術の
活用」を掲げており、伊勢市の現状と課題及び取組方針について、以下のように示しています。

【現況・課題】

デジタル技術の急速な進歩や、多様・大量なデータ流通の進展に伴い、国は誰もがデジタル技術
やデータによる恩恵を受けられる社会の形成を推進しています。また、新型コロナウイルス感染症
の影響によるニーズの多様化やデジタル庁の設置等を受け、社会全体でデジタル化の動きは加速
しています。

本市においても、新型コロナウイルス感染症によりデジタル化の遅れが顕在化したことに加え、
人口減少や少子高齢化の進行に伴う人的資源の不足等、さまざまな課題を抱えています。

限られた資源で、市民サービスの向上や効率的な組織運営、地域課題の解決に取り組むには、地
域全体でのデジタル化を推進する必要があります。

【取組方針】

デジタルの活用による暮らしやすいまちづくりを進めるため、行政においては、市民目線での利
便性向上やデジタルデバイドへの配慮、デジタル技術を活用した行政サービスの提供やデジタル
環境の整備、内部事務のデジタル化、デジタルを活用できる職員の育成等に取り組むと同時に、
地域においても、産官学民が連携して教育・福祉・産業分野等における地域課題の解決等に取り
組み、地域全体でのスマートシティ化を進めていきます。

【第３次 伊勢市総合計画 中期基本計画より抜粋】
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Ⅰ. 策定の背景・趣旨

（2） 策定の趣旨

「（１） 伊勢市を取り巻く状況と抱える課題」で示した課題を解決するため、地域全体のデジタル
化を進めるにあたっては、行政が率先して取り組むことが重要と考え、行政内部における推進体制
の整備や推進計画の策定を進め、全庁的にデジタル技術を活用した個別施策に取り組む環境を整
えることで、市民サービスの向上や、行政運営の効率化を図ってきました。

また、地域全体のデジタル化を進めるため、産官学民が連携して取り組んでいくための場として、
市内の様々な分野の団体が参画する「スマートシティ伊勢推進協議会」を設立し、それぞれの個別
分野における取組を進めるための体制整備や、実証事業を行ってきました。

これまでは個別分野ごとの取組を進めてきましたが、今後、スマートシティの実現に向けて分野
を横断した課題の解決に取り組むにあたっては、地域が一体となって実現していく共通の姿を示
すことが必要であることから、この度、「スマートシティ伊勢推進構想」を策定しました。

なお、本構想にあたって実施・開催したアンケートやワークショップでいただいた意見については、
「V. 取組の方向性」に反映しました。

アンケートでいただいた意見を反映した箇所には、「（A）」、ワークショップでいただいた意見を反
映した箇所には「（W)」と記載しています。
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（３） 伊勢市がこれまでに取り組んできたこと

Ⅰ. 策定の背景・趣旨

伊勢市では、行政のデジタル化を進めるため、これまでに以下のことに取り組んできました。

○　市長を本部長とする推進体制「伊勢市デジタル行政推進本部」の設置

○　全庁的にデジタル化を進めるための計画である「伊勢市デジタル行政推進ビジョン」の策定

○　紙による手続きを原則としていた行政手続きをオンライン化するための条例の制定及び
汎用的なオンライン申請システムの導入

○　細やかな情報発信や様々な問い合わせへの自動案内を行うための伊勢市LINE公式アカウ
ントの運用

○　多くの市民が訪れる窓口へのキャッシュレス決済対応システムの導入

○　デジタルデバイド解消のための高齢者向けスマートフォン教室の開催

○　業務効率化を図るための生成AIの活用及びAI-OCRやRPAの導入

○　意思伝達、決定の迅速化を図るための電子決裁の原則化　　　　　　　など
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伊勢市の最上位計画である「第３次 伊勢市総合計画」の基本構想に掲げる、まちの将来像「つなが
りが誇りと安らぎを育む　魅力創造都市　伊勢」を実現するため、行政や市民、事業者などが一体と
なって分野横断課題の一つである「デジタル技術の活用」を進め、スマートシティ伊勢を実現していく
ための指針として位置付けます。

第3次 伊勢市総合計画 基本構想

まちの将来像 「つながりが誇りと安らぎを育む  魅力創造都市　伊勢」

Ⅱ. 構想の位置付け

本推進構想の位置付け

第3次伊勢市総合計画（中期基本計画）

取組方針　「子どもたちの笑顔があふれ（笑子）、幸せに年齢を重ねられる（幸齢）まちづくり」

～笑子・幸齢化のまちづくり～

分野横断課題　⑤デジタル技術の活用

スマートシティ推進構想

分野を横断した課題を解決するスマートシティを推進するための指針

分
野
別
計
画

分野1
自治・人権

・文化

分野2
教育

分野3
環境

分野4
医療・健康

・福祉

分野5
防災・防犯

・消防

分野6
産業・経済

分野7
都市基盤

分野8 市役所運営　
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Ⅲ. 他の計画との関係と構想の期間

スケジュール 2018(H30)
～ 2021(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

2027
(R9)

2028
(R10)

2029
(R11)

第
3
次
総
合
計
画

基本構想

基本計画

実施計画

推
進
ビ
ジ
ョ
ン

デ
ジ
タ
ル
行
政

本編
（基本理念・基本方針）

アクションプラン
（実行計画）

スマートシティ伊勢推進構想

各分野における実証事業実施や
実装に向けた進捗管理

前期計画 中期計画 後期計画

施策検討のための
実証実験期間

構想

第3次

既存計画 新計画・構想

実証事業実施・実装・進捗管理

関連計画との関係と本構想の期間

本構想の期間は、令和６年度から令和９年度までの４年間としますが、総合計画の策定等も踏まえ、
見直すことも検討します。

第1期

第1期

第２期

第２期

策定準備
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Ⅳ　将来像・基本理念・基本原則

（1） 基本的な考え方　～スマートシティ伊勢の将来像～

人と人がデジタルでつながる ～People Connected by Digital～

スマートシティ伊勢

デジタル技術を活用し、地域課題の解決を進めることで、
「つながりが誇りと安らぎを育む　魅力創造都市　伊勢」の実現を図る

ミッション
（使命）

ビジョン
（将来像）

スマートシティ伊勢の基本5原則

スマートシティ伊勢を推進する上での３つの基本理念

全体の

方向性

・デジタル技術を活用した市民生活の質の向上
・デジタル技術を活用したサービスの向上、組織運営の効率化
・デジタル技術を活用し地域課題の解決

原則①

様々なサービスや
組織が相互に連携

理念②

共創による
新しい価値の創出

理念①

市民起点

市民(利用者)中心主義

理念③

素早く実践・検証・改善

原則②

多様性と包摂性

原則③ 原則④

透明性確保

原則⑤

運営面、資金面での
持続可能性の確保

安全・安心の確保
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Ⅳ　将来像・基本理念・基本原則

（2） スマートシティ伊勢を実現していく上での３つの基本理念

理念①

共創による
新しい価値の創出

市民、企業、大学、NPO

団体、行政など多様な主

体が主体的に参画し、組

織や分野を超えた共創の

街づくりを推進すること

で、新たなサービス・仕組

みを創出することを目指

します。

市民起点

市民(利用者)中心主義

市民のニーズや課題を起

点に、データやデジタル

技術を解決の１つの手段

として活用し、市民の幸

福や健康の向上を目指し

ます。

素早く実践・検証・改善

まずは小規模でチャレン

ジし、実行・検証・改善を

繰り返すことで、求められ

るサービス・仕組みを創

出します。

理念② 理念③
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原則①

様々なサービスや
組織が相互に連携

○ 民間企業、学術機

関、関係団体、市民

グループなど、多様

なステークホルダー

同士が、連携を深め、

各者が保有する豊富

な知見・データを活

かした取り組みを推

進します

○ 地域や分野の壁

を越えたデータや

サービスの連携によ

り相互運用性を確保

し、サービスの全体

の最適化と新たな価

値の創出を図ります

Ⅳ　将来像・基本理念・基本原則

（3） スマートシティ伊勢の基本5原則

原則④

透明性確保

○ データの流通や

活用にあたっては、

透明性の確保や市民

・サービス利用者の

個人情報・プライバシ

ーの保護に十分に配

慮を行います

○ 個人情報の取得・

利用にあたっては、

個人情報の保護に関

する法令等を遵守し

たうえで、本人同意

を原則とします

原則③

安全・安心の確保

○ スマートシティの

実現に向けたサービ

ス設計にあたっては、

サイバー攻撃やデー

タ流出などに対応し

た適切なセキュリテ

ィ対策を講じます

○ 自然災害、不慮の

事故などにより情報

システム等のサービ

スに障害が発生した

場合でも、最低限の

機能を維持しながら、

早期に回復できる能

力を確保するように

努めます

原則⑤

 運用面、資金面での
持続可能性の確保

○ スマートシティの

実現に向けたサービ

スデザインにあたっ

ては、運用面や資金

面の両方から持続可

能な仕組みを検討し

ます

○ サービス利用者、

サービス提供者の双

方が価値を享受でき

る仕組みを検討しま

す

原則②

○ デジタル技術を、

あらゆる人の社会活

動やまちの運営をサ

ポートするツールと

して活用します。デジ

タルで年齢や国籍、

性別、障がいの有無

などを問わず、すべ

ての人の社会参加を

支え、多様性を認識

し、包摂的な社会を

目指します

○ 先端技術やデー

タの活用の効果は、

経済性や効率性だけ

でなく、課題解決へ

の寄与など社会的貢

献性を大切にします

多様性と包摂性
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Ⅴ. 目指す姿・取組の方向性

（１）スマートシティ伊勢で目指す姿・取組の方向性

～人と人がデジタルでつながる～

スマートシティ伊勢まちのことが

よく分かる！

便利なサービス

の提供！

健やかに成長できる

・歳を重ねられる！

働きたい人が

働ける！

誰もが

活躍できる！

伝統の

継承！

利用者目線で

行政サービスが提供

されているまち

産業活動が活発で

活力と賑わいに

あふれるまち

安全安心に

暮らせるまち

誰もが生き生きと

活躍できるまち

災害に

備えている！

効率的に

仕事ができる！

市民と観光客

が共存できる！

地域で

助け合える！

スマートシティ基盤の整備
（データ連携基盤の導入・推進体制の充実、規約・ルール作り）

市民が快適で便利に

生活できるまち

目指す姿 主な方向性
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Ⅴ. 目指す姿・取組の方向性

（２）① 暮らしの利便性向上

目指す姿 市民が快適で便利に生活できるまち

主な方向性 取組の例（※）

〇 まちのお店が利用しやすい

〇 車がなくても、充実した生活ができる

〇 伝統文化や古いまちなみを残しながらも、新しい技術
の活用がされている

〇 市民の “住みやすさ”と観光客にとっての “観光地の
魅力”を両立している

〇 通信環境が整っている

〇 ほしい情報がスマートフォンで入手できる

・ デジタルマップでお店の営業情報やメニュー、対応し
ているキャッシュレス決済、距離などを可視化（W）

・ キャッシュレス決済の推進（W）

・ 自動運転やオンデマンド交通などの導入（W）

・ 公共交通の運行状況や待ち時間の可視化（W）

・ 伝統文化や古いまちなみをデジタル技術で再現（W・A）

・ リアルタイムでの混雑情報の提供（W）

・ 多くの方が利用する施設のWi-Fi環境整備（W)

・ オンラインでの施設や設備の位置情報の共有（W)

※ 「取組の例」は、主な方向性を実現するにあたってのアイデアです。既に取り組んでいる事例も含みます。

W ： ワークショップの意見　　　A ： アンケートの意見
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Ⅴ. 目指す姿・取組の方向性

（２）② 安全安心の確保

目指す姿 安全安心に暮らせるまち

主な方向性 取組の例（※）

〇 様々な情報や取組を簡単に知ることができている

〇 デジタルへの不安や苦手意識をなくせている

〇 気軽に相談し、サポートが受けられる

〇 見守り、支えあい、地域で助け合える

〇 子育てがしやすい

○ 安全に情報が活用できている

・ SNSやアプリを活用した情報発信（W・A）

・ デジタルツールの利便性の周知（W)

・ 苦手な人でも使いやすいツールの導入（W・A)

・ 困っている人と助けることが出来る人が直接コミュ
ニケーションを取れる環境整備（W)

・ 防災・防犯情報をデジタルマップで共有（W)

・ ITによるサービス提供時間の拡充（W)

・ 位置情報を活用した見守り（W)

・ マイナンバーカードを活用した情報共有（W)

※ 「取組の例」は、主な方向性を実現するにあたってのアイデアです。既に取り組んでいる事例も含みます。

W ： ワークショップの意見　　　A ： アンケートの意見
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Ⅴ. 目指す姿・取組の方向性

（２）③ ワークライフバランスの実現・社会活動の促進

目指す姿 誰もが生き生きと活躍できるまち

主な方向性 取組の例（※）

○ ワークライフバランスを取りながら働ける

○ 勤務時間や勤務場所を問わず、様々なサービスを受
けられる

○ 若者や高齢者、障がい者など、全ての人が働きやすい

○ 個性や特徴にあった就労ができている

〇 市民がまちづくり活動に参画しやすい

・ テレワーク環境の整備（W・A）

・ サテライトオフィスの誘致（A）

・ オンラインサービスの拡充（A）

・ ドローンを活用したサービスの提供（W）

・ 自動化ツールによる業務効率化（A)

・ 現場作業の負担軽減ツールの導入促進（A)

・ 学生が老舗のデジタル化をサポート（W)

・ マッチングアプリなどを活用した就労支援（A)

・ 地域ポイントを活用するなど、市民が簡単に改善のア
イデアを発信できる市民参加型プラットフォームの導入
（W)

※ 「取組の例」は、主な方向性を実現するにあたってのアイデアです。既に取り組んでいる事例も含みます。

W ： ワークショップの意見　　　A ： アンケートの意見
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Ⅴ. 目指す姿・取組の方向性

（２）④ 産業・経済の活性化

目指す姿 産業活動が活発で活力と賑わいにあふれるまち

主な方向性 取組の例（※）

〇 異なる産業分野が付加価値を創出している

○ 新たなビジネスモデルを構築できている

〇 デジタル化の普及啓発で地域企業を支えられる

○ ＡIを活用して高効率化に取り組んでいる

○ 地域の事業所を支える人材を育成し活用できている

・ デジタルツールを活用した農畜水産物の付加価値の
創出【6次産業化】（A)

・ 顧客情報の他分野における活用（A）

・ 地域企業のデジタル化支援【デジタルツールの導入
支援や生成ＡＩの活用支援、補助金/助成金など活用施
策の自動通知】（A）

・ 地域企業のデジタル化優良事例の共有

・ 交通機関と観光施設の連携（観光型MaaS等）（A)

・ サイネージやアプリを利用した観光案内の実施（W）

・ 混雑状況や位置情報に応じたAIによる観光ルートの
提案（W・A)

・ 現況の見える化、人手不足等のAI診断、収益改善・情
報活用・ＤＸの研修のリモート実施

※ 「取組の例」は、主な方向性を実現するにあたってのアイデアです。既に取り組んでいる事例も含みます。

W ： ワークショップの意見　　　A ： アンケートの意見
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Ⅴ. 目指す姿・取組の方向性

（２）⑤ 便利で信頼される市役所

目指す姿 利用者目線で行政サービスが提供されているまち

主な方向性 取組の例（※）

○ 人に優しいサービスの提供している

○ 誰もがデジタルによる恩恵を享受できている

○ 安定的なシステムを導入し、信頼性を確保している

〇 デジタルリテラシーの高い職員を育成している

〇 効率的に業務を行っている

・ 行政手続きのオンライン化

・ LINEを活用した相談窓口の設置

・ SNSを活用した情報発信

・ 高齢者向けスマートフォン教室の開催

・ 標準システム導入やセキュリティ対策強化

・ デジタルリテラシー向上研修の実施

・ 電子決裁の推進やテレワーク環境の整備

・ 業務効率化ツールの活用

※ 「取組の例」は、主な方向性を実現するにあたってのアイデアです。既に取り組んでいる事例も含みます。
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Ⅵ. 既に実施している取組

（1） スマートシティの推進

スマートシティ推進体制の整備 スマートシティ推進宣言の発出

ワークショップの開催商工・観光部会の設置
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Ⅵ. 既に実施している取組

（2）観光客の受入環境整備
リモート観光案内システムの導入

主要観光地の混雑状況配信

GPSデータを活用した観光動態調査

観光客周遊促進の実証事業
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Ⅵ. 既に実施している取組

（3）デジタル人材の育成・活用

日本リスキリングコンソーシアムへの参画

国家資格（ITパスポート）の

受験料を支援

　ITパスポートとは　・・・　

ITを利活用するすべての社

会人・これから社会人とな

る学生が備えておくべき、

ITに関する基礎的な知識が

証明できる国家試験

ITパスポート取得支援（令和5年度予算）

　市民のデジタルスキル等をアップデートする機

会の提供につながると考え、伊勢市として参画。　

地域活性化起業人制度の活用（令和5年度予算）



スマートシティ伊勢推進構想

Ⅵ. 既に実施している取組

（4）防災に関する取組

防災メール、Yahoo!防災との連携

災害対策本部における川の防災情報活用

危機管理型水位計の設置
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Ⅶ. 推進体制

【本部会議】

本部長：伊勢市長

副本部長：副市長

本部員：各部局長　等

提
言

指
示

事務局：デジタル政策課

協力
(助言)

協力
(運営)

伊勢市デジタル推進本部
（伊勢市役所内部）

【提言型WG】

課長補佐級以下の
職員で構成

（本部長指名）

テーマ別に

職員を指名・募集

【担当部・課】

所属長をリーダー

として実行

【デジタル推進員】

各課1名

スマートシティの実現に向けて、産官学民が協力して取り組める体制を整えます。

協力

協力
アドバイザー：

伊勢市フェロー 陳内 裕樹 氏

オブザーバー：

三重県デジタル改革推進課

スマートシティ伊勢推進協議会
（地域団体等）

【代表者会議】

会長：伊勢市長
委員：各団体の代表者

【担当者会議】
委員：各団体の事務担当者

事務局：デジタル政策課

分野別の部会
各種団体、IT系企業、市内事業者

学校等、市役所担当部署
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Ⅷ. 今後の進め方・ロードマップ

初期 準備
計画（戦略）

作成
実証・実装 定着・発展

行
政
Ｄ
Ｘ

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

【令和3年度】
デジタル政策課

設置

【令和2年度】
・推進協議会

設立検討開始

【令和3年度】
・設立準備会開催

・スマートシティ
推進協議会設立

【令和4年度】
商工・観光部会設置

【令和5年度】

推進構想策定

【令和5年度～】
・部会設置

・実現に向けた
進捗管理

【令和3年度】
・伊勢市デジタル
推進本部設置

・伊勢市デジタル行政
推進条例制定

【令和3年度～】
伊勢市デジタル

推進本部
ワーキンググループ

設置

・伊勢市デジタル
行政推進ビジョン

策定

【令和4年度】
各種ガイドライン

等の策定

【令和4年度～】
伊勢市デジタル

行政推進
ビジョンに基づく
各種取組の開始

【令和5年度～】
伊勢市デジタル

行政推進
ビジョンに

基づく取組の
見直し

及び原則化

【令和4年度】
商工・観光分野
における実証

事業実施

【令和5年度～】
各分野における
実証事業実施

【令和5年度～】
各分野における

実証事業の
結果を踏まえた
実装及び改善

太字はこれから実施する取組、または継続している取組



スマートシティ伊勢推進構想

(仮称)スマートシティ伊勢推進構想

【参考Ⅰ】　用語集
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参考Ⅰ. 用語集

用語 解説

RPA
Robotic Process Automation（ロボティック プロセス オートメーション）の略称。定型的なパソコン操作を
自動化できる技術のこと。

アプリ アプリケーションの略であり、スマホやタブレットなどのデバイス上で起動するソフトウェアのこと。

伊勢市LINE公式アカウント
伊勢市が運用しているLINE公式アカウント。市政情報やイベント情報を配信しているほか、一部手続きをLINE上
で行えるようにしている。令和5年10月31日時点の友だち登録者数は、24,783人。

伊勢市デジタル推進本部 市全体のデジタル化を全庁横断的に推進するために、市長をトップとして設置している組織。

位置情報 人や物などの位置に関する情報。特に、GPSを利用して取得される、緯度や経度などの情報を指すことが多い。

AI
の略称で、日本語では「人工知能」を意味する。

人間にしかできないような高度に知的な作業や判断を、コンピュータ等の人工的なシステムにより行えるようにし
たもの。

AI-OCR
AI技術を活用したOCR（Optical Character Recognition｟オプティカル キャラクター レコグニション｠の
略称）の仕組みやサービスのこと。AIの特徴である機械学習やディープラーニングによって、文字の補正結果を学
習し、文字認識率を高めることが可能になる。

SNS
Social Networking Service（ソーシャル ネットワーキング サービス）の略称。利用者同士がWeb上で交流で
きる会員制サービスのこと。

オーバーツーリズム
観光地に許容量以上の観光客が押し寄せること。具体的な問題としては、街中の人混みや交通渋滞、トイレの不足
といったインフラの問題、騒音やゴミの問題、環境破壊などと、それらを原因とした地域住民と観光客とのトラブ
ルが挙げられる。

オンデマンド交通 予約をすると運行する乗り合いの公共交通機関。

オンライン申請
自宅や外出先からでも、時間を選ばず、スマートフォンやパソコン等により、必要な手続がインターネットを利用し
て行えるもの。

ガイドライン 法律やルールなどを守るための指針や指標、方向性。

観光MaaS
旅行者を対象として、観光地までの来訪や観光施設間の往来に必要な移動手段をワンストップで提供するサービ
スのこと。

危機管理型水位計 洪水時の観測に特化した水位計。
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用語 解説

キャッシュレス決済 クレジットカードや電子マネー、口座振替を利用して、現金を使わずに支払い・受け取りを行う決済方法。

コストパフォーマンス 費用対効果のことで、投入した費用に対して、得られる価値やメリットの度合いのことを指す。

サービスデザイン
顧客体験のデザインのみならず、それを継続的に提供できる組織や仕組みもデザインすることで、新たな価値を
創出する方法論のこと。

サイネージ（デジタルサイネージ）
駅や店舗、施設、オフィスなどに、ディスプレイやプロジェクターなどの映像表示装置を設置して情報を発信するシ
ステム。

サイバー攻撃
パソコンやサーバーなどの情報端末に対し、ネットワークを介してシステムの破壊や情報の改ざん、窃取などをす
る行為。

サテライトオフィス 企業または団体の本拠から離れた所に設置されたオフィスのこと。

産官学民 産業界（民間企業）、学校（教育・研究機関）、官公庁（国・地方自治体）、民間（地域住民・NPO）の四者。

GPS
Global Positioning System（グローバル ポジショニング システム）の略称。人工衛星（GPS衛星）から発せ
られた電波を受信し、現在位置を特定するもの。

市民参加型プラットフォーム（デジ
タルプラットフォーム）

オンライン（インターネット）上で参加者が直接意見を投稿、交換、蓄積することが可能な市民参加型アイデア募集
システム。

少子高齢化
人口に占める高齢者の割合が増加する「高齢化」と、出生率の低下により若年者人口が減少する「少子化」が同時
に進行する状態のこと。

ステークホルダー 企業・行政・NPO等の利害と活動に直接・間接的な利害関係を有する者を指す。

スマートシティ
ICT 等の新技術を活用しつつ、マネジメント(計画、整備、管理・運営等)の高度化により、都市や地域の抱える諸
課題の解決を行い、また新たな価値を創出し続ける、持続可能な都市や地域であり、Society 5.0の先行的な実
現の場。

スマートシティ伊勢推進協議会
デジタル技術等を活用して、サービスの向上、組織運営の効率化及び地域課題の解決を行うスマートシティの実
現に向けて、産官学民が連携して取り組んでいくため、相互に意見交換、情報共有等を行い、一体となって様々な
取組を行っていく場。令和4年2月に設立。

参考Ⅰ. 用語集
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用語 解説

スマートフォン
従来の携帯電話に比べてパソコンに近い性質を持った情報機器。大きな画面でパソコン向けのWebサイトや動画
を閲覧できたり、アプリケーションを追加することによって機能を自由に追加したりすることができる。また、タッ
チパネルを使い、画面の拡大やスクロールなど直感的な操作が可能。

生成AI
「Generative AI（ジェネレーティブ エーアイ）」とも呼ばれ、学習済みのデータを活用してオリジナルデータを生
成するAIを指す。例：テキスト生成AI、画像生成AIなど

第3次伊勢市総合計画
伊勢市総合計画条例に基づき、総合的かつ計画的な市政運営を進めるための最上位の計画。計画期間は、平成
30年度から令和11年度まで。

第3次伊勢市総合計画　中期基本
計画

伊勢市の「まちの将来像」を実現するための施策の基本的な方針などを体系的に示したもの。計画期間は、令和4
年度から令和7年度まで。

タイムパフォーマンス 時間帯効果のことで、かかった時間に対する満足度をあらわす言葉。

多様化 様式や傾向などが、多くの種類に分かれること。

地域ポイント 自治体が行うサービスやイベントにおいて、住民の認知・参加を促進するためのポイント制度のこと。

データ流通 多種多様かつ大量なデータが、企業や業界を越えて流通すること。

データ連携基盤
異なる複数のシステムやサービス間で蓄積された異なる形式のデータを効率的に収集・変換・管理してやり取りを
行うための基盤となる仕組みやシステムを指す。

デジタル行政推進ビジョン
行政サービスのオンライン化・デジタル環境の整備等を推進するための方針を示したもの。本ビジョンの基本理念
は、「～利用者目線でつくるデジタル行政～市民に優しく、暮らしを便利に」。

デジタルデバイド インターネット等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者との間に生じる格差のこと。

デジタル変革（デジタルトランス
フォーメーション）

デジタル技術を活用し、業務、組織、企業文化等を変革し、様々な課題を解決すると同時に新しい価値を創造する
こと。

デジタルマップ（デジタル地図） パソコン上で扱えるようにデータ化された地図のこと。専用のソフトウェアやウェブサイトを通じて提供される。

デジタルリテラシー
インターネットを中心にデジタル情報や通信について、さらにはそれらを活用するパソコンやスマートフォンなど
の機器やアプリについて知識を持ち、利用する能力のこと。

テレワーク
職員が所属する組織の所在場所から離れたところにおいて、通信ネットワーク及びICT機器を活用して業務に従
事すること。

参考Ⅰ. 用語集
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用語 解説

電子決裁 紙の書類ではなくパソコン上の電子文書を用いて決裁処理を行う方法。

ドローン
正式名称は「無人航空機(unmanned aerial vehicle｟アンマンドゥ エアリアル ビークル｠)」。無人で遠隔操作
または自動制御により飛行することができる航空機のこと。

ニーズ 相手が求めている理想的な姿や状態。

パブリックコメント 行政機関がルールを定めるときに、事前に一般から意見を求める制度。

標準システム 一定の基準や規格に沿った統一的な情報システム。

分野横断課題 第3次伊勢市総合計画において、8つに分けている政策分野を横断する重点的な課題。

ペーパーレス 紙媒体を電子化してデータとして活用・保存すること

包摂 異なる意見や立場、文化や価値観などを受け入れ、調和を図ること。

マイナンバーカード マイナンバーが記載された顔写真付のカードのこと。

マッチングサービス
(マッチングアプリ) 人材募集や取引先開拓などで最適な引き合わせを行うサービス。

リスキリング 技術革新やビジネスモデルの変化に対応するために、新しい知識やスキルを学ぶこと。

ロードマップ プロジェクトや事業における「目標達成までの道筋」を時系列で示したもの。

6次産業化 農林漁業者が、農産物などの高付加価値化のため、食品加工（2次産業）、流通・販売（3次産業）に取り組むこと。

ワークショップ
本来は「作業場」「仕事場」を意味する言葉だが、 現代では参加者の主体性を重視した体験型の講座、グループ学
習、研究集会などを指す言葉として浸透している。

ワークライフバランス 仕事と生活のバランスがとれた状態のこと。

Wi-Fi
Wireless Fidelity（ワイヤレス フィデリティ）の略称。無線通信技術のひとつで、多くのデバイスが円滑に接続
できるように設けられた統一規格。

参考Ⅰ. 用語集
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参考Ⅱ. 策定経過

スマートシティ伊勢推進構想策定委員会　委員名簿
50音順（敬称略）

役職 氏名 所属団体等 委員区分

委員 池山　敦 皇学館大学 学識経験者

委員 岡田　麻沙
公益社団法人

伊勢市観光協会
公の団体代表

委員 岡野　功 伊勢商工会議所 公の団体代表

委員 亀谷　崇
一般社団法人

伊勢地区医師会
公の団体代表

委員 南平　拓也 伊勢農業協同組合 公の団体代表

委員 野中　秀行
社会福祉法人

伊勢市社会福祉協議会
公の団体代表

委員 早川　千奈美 伊勢小俣町商工会 公の団体代表

委員 宮﨑　孝
独立行政法人

国立高等専門学校機構
鳥羽商船高等専門学校

学識経験者
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参考Ⅱ. 策定経過

○　ワークショップ開催　　　　　　〇 オンラインアンケート実施　　　　　〇 パブリックコメント実施

スマートシティ伊勢推進構想策定委員会　開催経過

スマートシティ伊勢推進構想策定委員会　市民参画

○　第1回 策定委員会（7/18）　…　第1案（骨子案）提示

〇　第2回 策定委員会（8/22） …　第2案（草案）提示

〇　第3回 策定委員会（10/25） …　第3案（事務局案）提示、
ワークショップ・オンラインアンケート結果報告

〇　第4回 策定委員会（１/16） …　パブリックコメント結果報告・議会提出前最終案提示
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参考Ⅱ. 策定経過　（オンラインアンケート結果）

Q1 Q2 Q3

Q4

在住・通勤・通学

549

132

90

7

住んでいる

通勤している

通学している

どれも当てはまらない

聞いたことがあ

り、内容も知って

いる

19.6%

聞いたことはある

が、詳しくは知ら

ない

57.4%

全く聞いたこ

とがない 

23.1%

スマートシティという言葉を
聞いたことがあるか。

思う

 88.6%

思わない 

11.4%

スマートシティを目指す必要
があると思うか。

319

189

394

216

117

242

327

26

4

環境に配慮しながら古き良き伊勢を感じられる街づくり

働きがいを感じることができ健やかに過ごすことができる街づくり

市民が快適な日常生活を送ることができる街づくり

住む人も来る人もみんなが楽しくワクワクする街づくり

国内外から多くの方が訪れ移住してくる国際的な交流が盛んな街づくり

人口減少による労働力不足などの課題を解決した持続可能な街づくり

都市機能、防災・防犯対策の充実した、便利で安心・安全な街づくり

なんとなくいい街になると思うから目指してほしい

その他

どんな街を目指すべきか。
（Q3で「思う」と回答した方のみ、

　複数回答可）
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参考Ⅱ. 策定経過　（オンラインアンケート結果）

Q5

Q6 Q7 Q7

どのような分野での取組を進めてもら
いたいか。
【Q3で「思う」と回答した方のみ、複数
回答可】

260

182

259

333

295

243

108

227

108

293

232

8

環境保全（自然保護・景観・脱炭素等）

伝統文化

教育・学習

医療・福祉

子育て

高齢者

農林水産・商工業

観光

地方自治

防災・防犯

都市整備（建設・土木・交通・運輸・物流）

その他

※一部抜粋

スマートシティを目指す必要
があると思わない理由
【Q3で「思わない」と回答し
た方のみ】
※一部抜粋

男性 

42.1%女性

55.5%

その他 

0.2%
回答しな

い 2.3%

属性情報（性別） 属性情報（年齢）

10代 

18.0% 20代 

5.1%

30代 

15.6%

40代 

18.5%

50代

19.0%

60代 

14.1%

70代 

7.9%

80代 

1.7%

・今まで通りの暮らしがいいから
・情報の流出がこわい
・ある程度の年齢以上の人が理
解することが難しくなりついて
行けなくなる様な気がする

・他にすべきことがある　など

Q5

Q6
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参考Ⅱ. 策定経過　（オンラインアンケート結果）

Q7 属性情報（業種）

109

9

0

11

58

4

9

9

28

11

3

12

9

84

33

111

70

34

学生

農林水産業

鉱業

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

情報通信業

運輸業

小売・卸売業

金融・保険業

不動産業

飲食業

宿泊業

医療・福祉

教育・学習支援業

その他サービス業

公務

無職

Q4
・ 子育て世代が住みよい街づくり
・ 高齢者の移動、交通手段（配車など）の確保、DX化
・ 伊勢の子どもたちの偏差値を全国1位にする。教育市にしないと人
口が増えない
・ 役所などの手続きを時間外でも対応してもらいたい。あとは、鉄道
と三交バスとおかげバスを合わせた乗り換え案内があると良い。あと
は良い。

Q5
・ シルバーでの仕事
・ 自動運転、ドローン、リニア、Wi-Fi

・ 6月の大雨で学校からの緊急メールで子どもを迎えに行きましたが、
道路や駐車 場が冠水していて大変ヒヤヒヤした。デジタルを駆使して
細かな情報が欲しかった。緊急事態は慌ててしまうので、進行形のハ
ザードマップがアプリとかで確認できていたなら、「今は外に出ない
方が安全」という判断ができたのに、と思いました。 

その他回答

その他回答（一部抜粋）

その他回答（一部抜粋）Q6
・ スマートシティと言葉は良いけど高齢者が置いてきぼりになると思
います。今でも置いてきぼりの傾向が多いです。
・ 現状の方法で不自由がないから
・ それより先に高齢者、障害者、子育て世代への支援など他にもっと
してもらいたいことがあるから。
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 参考Ⅱ. 策定経過　（ワークショップ結果）

令和5年10月18日：市民が便利で暮らしやすいまち「スマートシティ伊勢」を考えるワークショップの開催

〈① スマートシティという言葉からイメージするもの〉

●まち全体のイメージ
　 近未来的、便利、安全、快適に暮らせる、豊かな生活、かっこいい、綺麗
●できることのイメージ
　 スマホで色々できる、各種無人化や電子決済、情報の可視化、ペーパーレス
●ネガティブなイメージ
　 固い、スマホがないと何もできない、高齢者に優しくない、情報管理される
●その他
　 脱炭素、クリーン、遠隔　

〈② デジタル化が進む中で、伊勢はどんなまちを目指してほしいか〉

・事故が少なく、子どもを守れる安全なまち
・伝統文化や古いまちなみを残し、新しい技術が交錯するまち
・オーバーツーリズムにならない程度に活性化されたまち
・電車やバス、タクシーなどの交通機関が充実したまち
・無人運転や混雑状況の把握がデジタルでできるまち
・積極的に情報を可視化し、利用できるまち（情報発信を含む）　

・交通量や事故の数を分析し、信号を調整する
・正しい参拝の手順や方法を案内してくれるアプリの開発
・デジタルマップ上で、店の営業状況や距離、ごみ箱の位置が分かる
・キャッシュレス決済の導入拡大
・企業誘致（ロボット製作会社など）
・市民がどうしたらよい街になるかを考え、市に届けられる仕組み

〈③ ②を実現するためには何をするべきか〉

※一部抜粋
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参考Ⅲ. 行政がこれまでに取り組んできた主な取組

（１）推進体制・環境の整備
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参考Ⅲ. 行政がこれまでに取り組んできた主な取組

（２）デジタル技術を活用した、人にやさしいサービスの提供
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（3）利用者が身近に感じられるデジタル環境の整備

参考Ⅲ. 行政がこれまでに取り組んできた主な取組
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（4）高い利便性と信頼性を両立した信頼される行政運営

テレワーク

電子決裁

参考Ⅲ. 行政がこれまでに取り組んできた主な取組


